
 

 
令和７年度が始まって早くも２ヶ月が終わりました。先日、一乗小の大きな教育活動の１つである校内体
育大会を無事に終えることができました。子どもたちは授業やその他の活動に一生懸命に取り組んでいま
す。この取組をこれからも継続して、今年度のスクールプランにある学校教育目標「人間性豊かに、たくまし
く生きる子の育成」に向けて、そして、めざす児童像、めざす学校像の達成に向けて今年度の学びを続けて
いきます。 
そこで、今年度のスクールプランについてお知らせします。今年度一年間、この計画に則って全教職員が
学校や各自の立てた目標にしたがって教育活動を進めていきますので、これまでと同様に、本校教育活動
へのご理解、ご協力をお願いします。 

 

今年度は、校訓「強く、正しく、美しく」とスクールプランの関わりを考え、校訓のそれぞれの文言から考えら
れる目標や取組がスクールプランの重点目標や今年度の具体的な取組に表れるように作成しました。そし
て、特に次の 2点について力を入れて取り組んでいくこととしています。 

①自分の思いや考えを自分の言葉でわかりやすく相手に伝え、相互に考えを深めること。 
②児童会活動や交流体験活動を通して、主体的に活動すること。 

①にある「わかりやすく」には「相手意識をもって」という意図があり、相手にとってわかりやすく説明した
り、相手によってわかりやすく説明を工夫したり、ということをねらっています。それにより相手を理解し、相手
に対する優しさも芽生え、自他を大切にする仲間づくりにもつながると考えます。今年の取組により、子ども
たちが心健やかに、のびのびと成長できるよう促していきたいと思います。 
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全校で校外学習に行ってきました 
 

５月３０日(金)、福井市にある福井国家石油備蓄基地の施設訪問に行っ
てきました。前日までの天気予報では雨模様だったのがこの日は朝からいい
天気になりました。到着後は、施設のことについてお話を聞き、バスで施設内
を見学しました。歩いては回れないくらいの大きな施設で、特に石油を貯蔵
しているタンクの大きさにはみんな驚いていました。昼食は青空の下、みんな
で集まって食べました。そして、その後、今年初めての縦割り班の活動を行
い、楽しい時間を過ごすことができました。 
昨年度小松那谷寺を全校で訪問したように、今年も全校での校外学習で
した。１年生から６年生までの子どもたちがいっしょに活動する様子は他の学
校ではなかなか見られず、一乗小学校の特色の１つだと思います。このよう
な全校での取組をこれからも機会をとらえて実施していきたいと思います。 

《令和７年度 研究の取組から》 

毎年のことですが、学校では研究計画を作成し、それをもとに授業や様々
な活動において教育活動の工夫を行っています。例えば、今年の研究主題
は「相手意識をもって言語化する活動を通して、思いや考えを認め合える子
の育成」ですが、子どもたち同士の対話による学びの活動を重視し、様々な活動に取り入れるようにしてい
ます。一乗小での全ての活動に発表や対話があるのはこのためです。今回の校外学習もその研究主題の理
由に書かれている文言を基に考えられ実施されています。 
 

 
 

一乗小学校ではこれまで朝倉氏遺跡とのつながりから歴史を重視した活動が行われてきましたが、子ど
もたちの成長を望むとき、いろんな体験から幅広く学ぶことも大切だと考えます。今回は石油備蓄基地での

学習を計画しましたが、これまで行ってきたことも大切にしながら、様々な分野・領域から幅広く学ぶ工夫を
進めていきたいと思います。 
 

防災の備えを十分に 外来種奉仕撤去作業 

 

昨年度、土砂災害が発生したことから、学校と児
童クラブから公民館までの避難訓練を行いました。
そこで、避難する際に子どもたちや職員に防災頭巾
があるといいという話になり、今年度に入って一乗地
区自主防災組織連絡協議会より児童クラブの子ど
もたち、職員に防災頭巾が贈られました。もしもの時
はこれをすばやく装着して避難しましょう。 

    

 

５月２９日(木)、一乗谷朝倉氏遺跡において外来
種撤去奉仕作業が行われました。一見花が咲いて
いてきれいに見えるのですが、そのままにしておくと
外来種の植物が既存の植物をダメにしてしまうそう
です。この作業は朝倉氏遺跡をきれいにするという
目的で、昭和２８年には、遺跡奉仕作業という名称で
活動が行われ、それから今日まで続いています。 
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学校へのご意見やご感想をお知らせください。          こちらからも可 ➔➔➔ 

 

 

   年 名前             （無記名でも構いません） 

～ 一乗小研究計画の一部抜粋 ～ 

『・・・、新しい環境のなかで多様な価値観をもつ人たちと、コミュニケーションをとりな
がら進んでいくこととなるだろう。小規模校の一乗らしさを残しながら、他地区・他校
と遜色ない一般化も図っていかなければならない。』 


